
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒暖の差が激しくなってきました。このところ発熱で

病院受診をする子どもさんがぽつりぽつり。溶連菌感染

症の診断を受ける子どもさんがおります。溶連菌感染症

は、医師の指示に従い確実な治療をしないと、腎炎など

になる危険があります。必ず医師の指示に従い、確実な

内服治療を行いましょう。 

 

     ２０２１年 

社会福祉法人雫石保育園保健室 

肌に感じる空気が日増しに冷たさを感じるようにな

ってきました。子どもたちの装いも半袖の子がいたり、

長袖の子がいたりと様々ですが、日中の活動後はたくさ

ん汗をかいています。子どもたちが気温に合わせて衣服

の調整ができるよう着替えの準備をお願いいたします。

また、体調を崩しやすい時期です。保育園から帰った際

には手洗い・うがいはもとより十分な睡眠がとれるよう

早寝、早起きができるよう生活リズムを整えましょう。 
 

 

 １日（金） 乳幼児健康診査 

 １５日（金） ことばの相談 

 １９日（火）３歳６ヶ月児健診 

 ２５日（月）２歳６ヶ月児相談 

 ２７日（水） 赤ちゃん相談 

詳しくは広報しずくいしで確認のうえ

お出かけください。 

こんなときは病院受診をお勧めしています！ 

・ 鼻が詰まって食事がなかなかすすまない時。    ・熱が３７．５℃以上あるとき 

・ お昼寝のとき、咳がひどくなかなか寝付けない、または途中で起きてしまう時。 

・ 咳がひどく嘔吐をしてしまう時。 

・ 嘔吐や下痢が２回以上あった場合。 

熱の有無にかかわらず、集団生活を安心して送るために担任または看護師から連絡させていただきます。 


